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Kumano-Kanjin-Jikkai Mandara and Its Roots (Ⅻ): 
Classification of a New Found Figure, Kitakasuyaku’s 













































































































































































































番号 項目 変換コード 北粕谷区本
1 杉の木の形式 形式1＝1　形式2＝2　形式3＝3　形式4＝4　無＝0 2
2 黒雲に乗る獄卒の有無 無＝0　有＝1 0
3 黒雲の獄卒が亡者をつかむ場所 黒雲の獄卒無＝0　腕＝1　髪＝2　足＝3 0
4 阿弥陀如来の印相 中品上生＝1　合掌＝2　下品上生＝3　上品上生＝4*　不詳＝0 1
5 声聞と縁覚の桜の場所 左＝0　右＝1 0
6 線が示す菩薩の場所 観音勢至＝1　天女＝2　観音＝3* 1
7 館の山の有無 無＝0　有＝1 1
8 館の屋根 広い＝1　狭い＝0 0
9 館の欄干 階段＝1　すやり霞＝2　出入り口なし＝3　出入り口あり＝4　欄干なし＝0* 2
10 （館の）赤子の状態 抱く＝1　盥の中＝2　盥に入れるところ＝3 1
11 老いの坂に描かれる人数 22＝22　23＝23　24＝24　25＝25　27＝27　20＝20* 25
12 貴族風の男性の顔の向き 左＝1　右＝2　不詳＝0 2
13 老いの坂を振り返る女性 振り向かない＝1　右＝2　左＝3　不詳＝0 1
14 仏供と三具足の位置 間＝1　前＝2 2
15 施餓鬼供養の少年の有無 無＝0　有＝1 1
16 釈迦如来の印相 施無畏・予願印＝1　説法＝2　不詳＝0 2
17 人道の人数 3＝3　5＝5 3
18 剣の山の獄卒の採り物 鉾＝1　棍棒＝2　鎌＝3 1
19 剣の山の獄卒の衣装 褌＝1　鎧＝2　虎皮の腰巻き＝3 1
20 閻魔王の有無 無＝0　有＝1 0
21 閻魔王の顔の向き 正面＝1　右＝2　無＝0 0
22 不産女地獄の形状 平面＝1　台状＝2 2
23 不産女地獄の場所 左上＝1　右下＝2　左中＝3* 1
24 賽の河原の地蔵菩薩の乗物 蓮弁＝1　蓮台＝2 1
24 地獄の鳥居と賽の河原の境 山状＝1　雲＝2　なし＝0* 1
26 三途の川に架かる橋の形 平橋＝1　反り橋＝2 1
27 火柱の男性の向き 無＝0　背中＝1　胸＝2 1
28 火車に乗る人数 0＝0　1＝1　2＝2　3＝3 2
29 串刺しにされる人数 1＝1　2＝2 1
30 串刺しの方向 a口＝1　b腹＝2　a+b＝3* 1
31 畜生道の人面 獣面＝1　人面＝2 2
32 両婦地獄の男性の顔の向き 横倒し＝0　正面＝1　左＝2 1
33 子は三界の首枷の場所 無＝0　左上＝1　右下＝2 0
34 太鼓を叩く獄卒の衣装 無＝0　褌＝1　上衣・褌＝2　鎧＝3 2
35 鉄室の棟の方向 ／＝1　＼＝2　なし＝0* 2
36 声聞・縁覚の配置 縁覚左・声聞右＝1　縁覚右・声聞左＝2 1
37 畜生道の貝の有無 無＝0　有＝1 1
38 料紙の紙継ぎ 一列＝1　階段＝2 1
39 二升地獄の有無 無＝0　有＝1 0
40 老いの坂の鳥居の有無 無＝0　有＝1 1
41 日輪・月輪の色彩 金銀＝1　赤白＝2　その他＝3 1
42 本紙の折り筋 無＝0　有＝1 1
43 産屋の浄衣 女性のみ＝1　男性のみ＝2　男女とも浄衣＝3 1























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































寺本をⅩ B（本論文ではⅩ bのような表記）としたが，正念寺本をⅩ a，西大寺本を
Ⅹ c形式，他のⅩ形式の８例をⅩ b形式として分類表記を変更した。これは，37変
数による分析結果と小栗栖（2011）の分類を尊重した変更であるが，西大寺本の位置
づけについてはもう少し詳細な質的検討が必要であろう。
　いずれにせよ，本研究の主たる分析対象であった新出の北粕谷区本は，熊野観心十
41
椙山女学園大学教育学部紀要　Vol. 12　2019年
界曼荼羅定型本としては，愛知県での確認例として３例目となるが，既知の２例は乙系
統に分類されるものであったので，それより表現形式の古い甲系統Ⅱ形式の例としては
愛知県での所在確認例としては初出であり，那智参詣曼荼羅と同時に所蔵されていた
例として９例目（甲系統の熊野観心十界曼荼羅との組み合わせとしては，紀三井寺穀
屋寺本の１例に次ぐ２例目）であり，愛知県の例としては初めての組み合わせである。
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